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学校の選定理由

選定条件：あまり日本人のいなさそうな場所・物価が高すぎない場所・治安の悪くなさそ

うな場所

最初はGießen Uniに行こうとしていましたが、募集停止してしまったのでHalle Uniに変

更しました。タンデムパートナーのいるDresdenにもICE(InterCity-Express)なしで行け

る距離だったので、良かったです。

勘違いしてきたのですが、実際に研修を受ける学校はHalle uniではなくHalle uniの語

学学校のような場所で、だいぶ田舎にあるLutherstadt Wittenbergにある学校でした。



準備・持って行ったもの

12月上旬　学校決定

12月中旬　コース料金（学費）支払い

12月下旬　飛行機、コース前後の宿泊施設予約

1月下旬　パッキング・出国

２月　研修

２月下旬　帰国



持ち物

・洋服　　

Newyorkerなど、かわいくて安い日本にないブランドがあるので、服を現地で買いたい人はそこまで大量
に持っていかなくて大丈夫です。洗濯物を最低限にとどめたい人はヒートテックや薄い長そで＋ニットや
カーディガンのスタイルを推奨します。

・防寒着（マフラー・帽子・耳当て・上着３枚・手袋・ヒートテック）

ドイツ人は換気が大好きなので屋内だからと油断しないこと。上着は少し余分に持って行っても、お土産
の保護に役立ちます。空港の中は結構暑く、荷物になるので調整着はヒートテックで済ませる程度を推奨
します。ダウンは結構荷物になって邪魔になります。

・レトルトのごはんパックと、無印などに売っている電子レンジで温められるカレーやスープなど

学校の課題が想像以上に重い可能性があるので、寮など家事を自分でする人は特に時間がない時に
ぱっと食べられるものを持っていきましょう。



・割り箸

ドイツのキッチンの備品には基本箸がないので、念のため持っていくことを推奨します。カップ麺を食べる
ときや、ホテルやペンションなどで食べる手段がないときに便利です。

・日本のシャンプーとコンディショナー

ドイツの製品は硬水向けに作られているので、髪が結構痛みます。日本の軟水向けの製品だとドイツの
水と相性が悪いため、泡立てるのに苦労しますが、ガサガサになるよりは幾分マシです。

・マスク

ドイツの冬は寒いため、暖房を寝ているときも稼働させることが多かったのですが、寝ているときに乾燥で
喉がやられてしまう経験をしたので、寝てるとき用のマスクがあるといいと思います。

・エコバッグ

ドイツの買い物袋は普通に１ユーロ以上取られるので特に買い物が多い寮暮らしの人は持っていきましょ
う。



・クレジットカード・プリペイドカード

私はCash Passportというプリペイドカードとmastercardを持っていきました。注意点としては、海外から

の不正使用などを防ぐために、海外からのカード利用に対してセキュリティが強化されていることがありま

す。出発前にカード会社に連絡して解除しておくと良いでしょう。

・弁当箱・水筒

ドイツの学食やカフェは日本に比べて割高なので、週３くらいでお弁当にしていました。小さい水筒や保温

弁当箱があるとスープをいれられるので温かいお昼ご飯が食べられます。私はずっとKartoffelsuppeを
作って持って行っていました。 

・重要な書類のプリント（紙媒体）

Deutschlandticketを出国前に買えた人は印刷しておくと安心です。基本電子媒体で提示していますが、

充電がなくなると家に帰れずに本当に詰んでしまいます。私はBerlinにいるときに充電が２パーセントにな

り、生きた心地がしなかったので紙媒体を用意しておきましょう。（航空券なども）



フライト



スケジュール



ごはん





おみやげ







ハプニング

・ベルリン充電２パー事件

・luggage fast check-in maschine故障事件






